
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 生ごみの減量化に係る 

ダンボールコンポスト普及事業 

長野県 地域発元気づくり支援金活用事業 

報 告 書 

立 科 町 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 ・地域別応募内訳 

西部  ５世帯   東部 ８世帯   南部 ３１世帯 

茂田井 ６世帯   蓼科 １世帯 

 

● 実践モニターの募集 

２ 

事業①  モニタリング調査 

当町の風土に適した方法である「ダンボールコンポストで生ごみを堆肥化する」取り組

みの有効性や課題について調査するために、実践いただけるモニターの募集を行いました。 

モニターの皆さんには実践してみて、温度管理や臭い、虫の問題などさまざま課題につ

いてご提案いただき、今後の取り組みが有意義に、よりスムーズに行えるよう取りまとめ

を行いました。 

（平成２５年５月～） 

◎ 総勢 51世帯に応募いただきました。 

この中でも、１２世帯では取り組み中、または、取り組んだことがあるとの回答でした。 

募 集 結 果 

裏 表 



 

 

 

講師： ごみ減らしま専科 田口 茂夫さん   山之上 俊枝さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニターの皆さんへ実践キットを配布 

この日から、実践活動をスタートしました。 

もったいないから 生ごみを堆肥化しよう 

生ごみを腐敗から発酵へ 

お金をかけないで“ずく”をかけよう 

３ 

● 第１回実践モニター講習会の開催と実践キットの配布 
（平成２５年６月２０日） 

このようなメッセージから

講習がはじまりました。 

● 実践キット内訳 

・ ダンボール箱(ガムテープで固定したもの)  ・・ １箱 

・ 基材(腐葉土５㎏＋米ぬか 3 ㎏） ・・・・・・・ １袋ずつ 

・ 園芸用シャベル ・・・・・・・・・・・・・・ １本 

・ 温度計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １本 

・ 底上げ木材 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３本 

・ 虫除けカバー ・・・・・・・・・・・・・・・ １枚 

・ ひも(虫除けカバー固定用)  ・・・・・・・・・ １本 

・ 水切りバケツ ・・・・・・・・・・・・・・・ １個 

・ 新聞紙（３日分くらい）  ・・・・・・・・・・ 各自用意 

生ごみ堆肥化の主役は微生物 

 微生物の力 

を借りて 

 

講習の内容 
管理のポイントは 

「温度」  「水分」  「空気」 

温度      水分     空気 

約２０～６０℃位   約 60％   十分に必要  

発酵・分解 

堆肥 

自然界に生息する 

微生物の活動しやすい環境を作る！ 

好気性微生物が働く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

モニターの皆さんが、スムーズに取り組みを始められるよう写真と手順を記載した 

実践マニュアルを配布しました。 



 

 

講師： ごみ減らしま専科 田口 茂夫さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期の温度管理に懸念がされることから、工夫点や注意点について講習しました。 

また、ここまで実践してみての感想や課題など、意見交換を引き続き行いました。 

なお、配布したダンボールが破れやすいとのご意見がありましたので、資材の追加 

配布も行いました。 

５ 

● 第２回実践モニター講習会の開催 （平成２５年１１月２８日） 

・ 保温と加熱 

講習の内容（冬期の工夫点） 

70℃のお湯を入れたペットボトルを入れる 

・ 発泡スチロールなどで外側を覆う 

水分の蒸発ができるよう隙間をあける 

・ 大きめなダンボールの中に入れる 

ダンボールとダンボールの間に新聞紙を 

丸めて入れて断熱を図る 

・ 外側をプチプチ梱包材や毛布で覆う 

水分の蒸発を妨げないよう注意する 

・ 温度が上がらないとき 

（生ごみの分解が進まない） 

油を入れて微生物の活性化を図る 

 

Ｑ 温度が上がらない。 

Ａ 温度が上がらない時は、鳥のもも肉の皮や魚のアラ、天ぷら等で使った廃食油など、微

生物のエサとなるものを一緒に入れると活発になり温度が上がる。 
 

Ｑ 温度が一旦下がってしまうと、基材が硬くなってしまう。乾燥している。 

Ａ 米のとぎ汁を入れて、攪拌すれば、またすぐに使える。 
 

Ｑ 虫が湧いた。 

Ａ 一緒に混ぜ込んでしまえば、微生物により分解されてしまう。 
 

Ｑ お茶がらは乾燥させてから入れた方がよいか。 

Ａ むしろ、水分を含んでいた方が、分解されやすい。全体で基材の水分は６０％を保つと

良いため。 

Ｑ＆Ａの抜粋 （意見交換で出た意見をもとにＱ＆Ａ集を作成） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間のまとめとして、これまでモニターとして取り組んだ感想などをアンケート形

式で調査しました。結果は、以下のとおりです。 

● アンケート調査の実施と結果 （平成２６年１月１５日～2月 10日） 

６ 

● 完成堆肥の成分分析調査を実施 （平成２６年１月８日発注 2月７日提出） 

ダンボールコンポストで出来た堆肥が、肥料としてどのくらい成分が含まれているの

か、５世帯のモニターさんから堆肥の提供を受け、以下のとおり調査しました。 

・水分（含水率） 

・窒素（窒素全量(N)） 

・五酸化リン（リン酸全量(P₂O₅) 

・酸化カリウム（カリ全量(K₂O) 

調査項目 検体（5世帯分の堆肥を混合したもの）の情報 

・平均世帯員 ４人  ・平均実施期間 ６ヶ月 

・平均投入量 70㎏ 

・堆肥化物の割合（平均） 

 野菜くず 62％ 肉・魚類 4％ 果物の皮 19％  

お米の残飯 2％ その他の残飯 13％ 

事業②  堆肥の成分分析調査 

調

査

結

果 

項 目 生ごみ堆肥 
参考：青森県の家畜ふん堆肥成分調査の結果より  

牛 豚 鶏 

水分含水率 ４６ ％ ６８．９ ％ ３５．６ ％ ３２．９ ％ 

窒 素 全 量 ２．２ ％ ０．６ ％ ２．４ ％ １．９ ％ 

リン酸全量 ３．０ ％ ０．８ ％ ４．７ ％ ４．２ ％ 

カ リ 全 量 １．９ ％ ０．７ ％ ２．２ ％ １．９ ％ 

 

 
貴重なご意見、ご感想を多数いただき、ありがとうございました。 
本報告書では統計のみの掲載とさせていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 循環型のモデルケースとして「緑のカーテン」を実施 

役場で実施して出来た堆肥と市販の培養土を混ぜる 

今回は、佐久地方事務所のおすすめで

ある「キワーノメロン」という品種に 

6月 24日 7月 3日 

ベランダへ移動 

7月 8日 

７ 

事業③  「緑のカーテン」の実施 

（平成２５年６月３日～９月２７日） 

ダンボールコンポストで出来た堆肥を活用することで、循環型社会形成に一役かうことを

町民のみなさんにお伝えするため、役場で出来た堆肥を活用し「緑のカーテン」を実施しま

した。 

「緑のカーテン」は、直射日光を遮断してくれるので夏場の冷房使用量が抑制され、CO₂

排出を抑えることも出来ます。 

腐葉土式 焼きぬか･くん炭式 

植付け（平成２５年 6月１7日） 

7月３１日 ８月９日 

最後に果実が 

取れました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● その他 広報活動 

平成 25 年 7 月 15 日に開催された「たてしな環境フェア 2013」にて活動の様子を

展示しました。 

８ 

発行：町民課 環境保健係 

電話：５６－２３１１ 

有線：２３１１ 

平成 26年 2月 28日発行 

立 科 町 

● 来年度事業計画 

平成 2６年度は、今年度の成果をもとに、さらにダンボールコンポストを普及させるべく、

次のように事業展開して行くことを計画しています。今回実践モニターとして活動いただき

ました皆様、ご協力いただき大変ありがとうございました。引き続き、ご支援とご協力をお

願い致します。 

平成 2６年度事業計画（概要） 

① 立科町独自のマニュアル冊子を作製 

② 定期的に講習会を開催し、普及員、アドバイザー

等を養成。 

③ 普及活動に対する支援（実践キットや資料、マニ

ュアル冊子を提供） 

④ グリーンカーテンを継続実施（多様な品種に挑戦） 


